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２。対象および方法

での間に受付されている。

なかはら やすはる：国立姫路病院

呼吸器科医長

呼 吸 器 科

腫瘍
間質性肺炎

喘息
感染

肺循環

呼吸不全

その他

計

３．結果

１６

６
Ｃ
Ｏ

Ｏ
Ｏ

－
＾

Ｃ
Ｏ

ｔ

―

ｌ

ｏ

ａ

８２

９

２

５

０

０

５

Ｃ
Ｏ

２４

計

５９

２５

２４

２１

１７

１５

５５

－

２１６

１。はじめに

「呼吸器疾患の臨床に役立つ雑誌」という課題

を与えられたが、呼吸器疾患には感染性、腫瘍、

アレルギー性疾患、呼吸機能障害その他多くの分

野の疾患があり、またその診療に携わるスタッフ

も内科、外科、放射線科、リハビリなど多方面に

わたる。したがってその「臨床に役立つ雑誌」を

網羅するのは至難の業である。そこで筆者は日本

胸部疾患学会雑誌掲載の論文に引用された文献を

調べることによりその責に代えさせていただこう

と考えた。日本胸部疾患学会を選択した理由は、

本邦の呼吸器疾患関係の学会の中で一番多方面の

課題を内科系、外科系ともに広く扱う臨床的な学

会と考えたからである。

日本胸部疾患学会雑誌の３０巻６号（１９９２年 ６

月）から３１巻２号（１９９３年２月）に掲載された全

論文２１６編を対象とし、それらに引用された文献

－１３４－

呼吸器疾患の臨床に役立つ雑誌
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表１ 対象論文の内訳

症例報告 原著 その他
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１）引用文献数とその内訳

。対象とした論文に引用された文献は総数２９５７編

で、うち洋雑誌掲載論文２０２８編（６８．６％）、和雑

誌掲載 ９２９編（３１．４％）であった（図 Ｏ 。

の掲載雑誌名、掲載年などにつき検討した。なお、２）引用雑誌（引用文献の掲載雑誌）

単行書の引用および投稿中の引用文献は除外した。 引用された雑誌のタイトル数は６０４誌と多く、

対象の論文２１６編の内訳は表１の通りである。こ このうち洋雑誌は４２８誌、和雑誌は１７６誌で洋雑誌

れらの論文の大多数は１９９１年半ばから１９９２年末ま が７割を占めた。それぞれの雑誌について引用さ

れた件数を検討すると、引用された件数が１件の

みの雑誌が３２２誌と半数以上を占めるのに対し、

２０件以上引用された雑誌は２８誌（４．６ ％）、５０件

以上では１０誌（１．５ ％）にすぎない（図２）。す

なわち頻用される雑誌は比較的少数であることが



図１ 引用文献件数内訳

表２ 引用雑誌名一引用件数順一

順 位 記 名 引 用 件 数

１ＡｌｌＲｅｖＥｅｓｐｉｒ Ｄｉｓ
２日胸疾患会誌
３Ｃｈｅｓｔ
４日胸臨
５ＮＥｎｇＩＪＨｅｄ
６ＪＡｐｐｌＰｈｙｓｉｏｌ
７Ｔｈｏｒａｘ
８Ｃａｎｃｅｒ
９呼吸

１０Ｅａｄｉｏｌｏｇｙ
□ 気曾支学
Ｈ ＡｎｎＩｎｔｅｒｎＨｅｄ
１３Ａｉ ＪＨｅｄ
１３ＪＣｌｉｎＩｎｖｅｓｔ
１５ 肺癌
１６しａｎｃｅｔ
１７ＡＪＲＡｌｌＪＥｏｅｎｔｇｅｎｏＩ
１８ＪＴｈｏｒａｃＣａｒｄｉｏｖａｓｃＳｕｒｇ
１９ アレルギー
２０ＪＡＩｌｅｒｇｙＣｌｉｎＩｎｎｕｎｏｌ
２１日内会誌
２１ＢＨＪ
２３呼吸と循頭
２４胸部外科
２４ＡｒｃｈＩｎｔｅｒｎＨｅｄ
２４ＣａｎｃｅｒＲｅｓ
２４ＪＩｎｕｎｏｌ
２４ＰｒｏｃＮａｔＩＡｃａｄＳｃｉＵＳＡ
２９日胸外会誌
２９Ｈｅｄｉｃｉｎｅ（ＢａｌｔｉＢｏｒｅ）
３１ＡｎＪＰａｔｈｏｌ
３１ＪＢｉｏ】Ｃｈｅｎ
３３ＪＣｌｉｎＯｎｃｏｌ
３４最新医
３４臨放線
３４ＪＰｅｄｉａｔｒＳｕｒｇ
３４ＪＡＭＡ
３４Ｎａｔｕｒｅ
３９癌の臨
３９ＨｕｓＰａｔｈｏｌ
４１ 日臨
４１ＡｎＪＰｈｙｓｉｏｌ
４１ＣｌｉｎＳｃｉ
４１Ｓｃｉｅｎｃｅ
４５ 結核
４５Ｂｌｏｏｄ
４５Ｃｉｒｃｕｌａｔｉｏｎ
４５ＥｕｒＥｅｓｐｉｒＪ
４５Ｓｅｓｐｉｒａｔｉｏｎ

５０内科
５０しａｂＩｎｖｅｓｔ
５０ＥｅｓｐＰｈｙｓｉｏｌ

２１３
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図２ 引用雑誌タイトル数一引用件数別－

うかがわれる。表２に、これら雑誌名を引用件数

の多いものから順に５０位まで示した。洋雑誌では

ＡｍＲｅｖＲｅｓｐｉｒＤｉｓが、和雑誌では日胸疾患会誌

が Ｈ位であるが、その他 ＮＥｎｇｌＪＭｅｄ、Ｃａｎｃｅｒ

など呼吸器疾患の専門書以外の雑誌も上位を占め

るものが多いことが分かる。

図３には引用頻度の高い洋・和雑誌各１０誌につ

いて、それぞれ症例報告、臨床的原著、あるいは

基礎的内容の論文に引用される割合を図示した。

洋雑誌では ＪＡｐｐｌＰｈｙｓｉｏｌ や ＪＣｌｉｎＩｎｖｅｓｔ が

基礎的な論文への引用が多く、ＡｍＲｅｖＲｅｓｐｉｒＤｉｓ、

ＪＡｐｐｌ Ｐｈｙｓｉｏｌが症例報告よりむしろ原著に引用

される頻度が多い傾向がみられた。和雑誌は主に

臨床的論文に引用されることが多く、特に症例報

告への引用が目立つが、「アレルギー」と「呼吸

と循環」は比較的原著に引用される割合が高い。

３）引用文献の年度別分布

図４は引用文献の年度別分布を洋雑誌、和雑誌

に分け示したものである。全体に洋雑誌は和雑誌

に比べ古い文献も利用される率が高く、最近５年

間の雑誌で、和雑誌の場合全体の４６％を占めるの

に対し、洋雑誌では２５％を占めるにすぎない。全

体の６割をカバーするためには和雑誌の場合最近

７年間（１９８６年以降）の、洋雑誌の場合１０年間

（１９８３年以降）の雑誌が必要で、８割をカバーす

るためには和雑誌１０年間、洋雑誌１９年間の雑誌が

必要である。

図５に原著・シンポジウム・班会議報告におけ

－１３５－
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すばやく手に入れる上で、一番

重要な働きを期待される場であ

る。一方、大学図書館などに比

較すると予算、設備、スタッフ

など多くの面で格段にきびしい

環境にある。しかしそれだけに

受け入れ雑誌の選択、所蔵、あ

るいは相互貸借などをいかに的

確に行うか関係職員の手腕が大

いにものをいう部門であろう。

今回検討の対象とした論文は

学会雑誌に掲載されたものであ

り、当然、最近注目されている

テーマを扱ったものが多く、実

際の臨床で遭遇する疾患の頻度

からかなりずれているのは事実

である。したがってこの結果が

すべて病院図書の需要と一致し

ているとはいえないが、最新情

報を欲している呼吸器臨床医の

最大公約数的な傾向は読み取れ

るかと考える。

近畿病院図書室協議会に提出

された各図書室の受け入れ雑誌

リストを検討すると、表２の上

位に挙げられた雑誌のうち、洋

書では ＪＡｐｐｌＰｈｙｓｉｏｌ、Ｔｈｏｒａｘ

が、和書では、日胸疾会誌、呼

吸、気管支学、肺癌などの受け

入れ施設が比較的少ない印象が

ある。

症例報告に引用 原著他に引用

０ ５０ １００

１翻：症例報告に引用 Ｅ勿：臨床的原著．シンポジウム・班会議報告に引用

□ ］：基礎的原著．・／ンポジウムに引用

図 ３ 引 用 件 数上 位１０位 まで の 和 一洋 雑 誌

一引 用元 の対 象 論 文 種 類 別 構 成 一

る引用文献を和・洋雑誌それぞれに年度別分布を

示した。図６は症例報告について同様に図示した

ものである。原著などの場合、より新しい文献が

引用されているのに対し、症例報告ではかなり古

い文献も高頻度に引用されており、特に洋雑誌で

その傾向が強い。

考 察

病院図書室は臨床勤務医にとって必要な情報を

また雑誌の適切な所蔵期間について、植手１）は

図書室における雑誌の発行年度別利用度調査から

和雑誌と洋雑誌とで差があることを指摘している

が今回の検討でも両者別々に考慮する必要がある

と思われた。また特に症例報告では和・洋雑誌で

引用年度に大きな差が見られたのは興味がもたれ

る。

最後に雑誌の特徴などについてそれぞれの編集

室にお尋ねし御回答を頂いた中からいくつか紹介

し本稿の締めくくりとさせていただく。

－１３６－
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図４ 引用文献の年度別分布
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図５ 原著・シンポジウム 一班会議記録に引用さ

れた文献の年度別分布

ＡｍＲｅｖＲｅｓｐｉｒＤｉｓ：１９１７年発刊、ＡｍｅｒｉｃａｎＲｅ－

ｖｉｅｗｏｆＴｕｂｅｒｃｕｌｏｓｉｓ から２回改題。来年さら

に改題予定。

Ｃｈｅｓｔ：５８年の歴史の、Ａｍｅｒｉｃａｎｃｏｌｌｅｇｅｏｆ

ＣｈｅｓｔＰｈｙｓｉｃｉａｎｓの機関誌。呼吸・循環・救急医

療が対象。

ＮＥｎｇｌＪＭｅｄ：１８１２年の創刊以来、数回改題さ

れたが、医学定期刊行物の中で最も歴史が古い。

ＪＡｐｐｌＰｈｖｓｉｏｌ： 呼吸、循環、運動、代謝など

の生理学の雑誌であるが呼吸器系の記事が多い。

Ｔｈｏｒａｘ：ＢｒｉｔｉｓｈＴｈｏｒａｃｉｃＳｏｃｉｅｔｙ の機関誌で、

呼吸器領域の臨床、研究的論文を扱う。

ＪＴｈｏｒａｃＣａｒｄｉｏｖａｓｃＳｕｒｇ： 胸部外科の雑誌と

してＡｎｎＴｈｏｒａｃｉｃＳｕｒｇ とともに重要。

日胸臨 ：１９４０年「日本臨床結核」として発刊、

１９６０年改題し呼吸器系臨床医向けのテーマを幅広

件

３００

２００

１００
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図６ 症例報告に引用された文献の年度別分布

く扱う。

呼吸：１９８２年創刊。呼吸器病の月刊専門誌。新し
ー
い重要テーマを総説、座談会、解説、講座などの

形式で詳述。

気管支学：日本気管支学会の機関誌。１９７９年創刊。

特に気管支鏡所見に重点を置きカラー写真 も多

い。

腫癌：日本肺癌学会の機関誌。１９６０年日本肺癌研

究会記事に始まる。１疾患を対象とするユニーク

な学会誌。

アレルギー：日本アレルギー学会の機関誌。１９５２

年刊行。広くアレルギーを扱い、種々の診療科、

研究分野が関与。

呼吸と循環：１９５３年創刊。呼吸・循環の病態生理

学を中心とした新鮮な情報の紹介、普及が基本方

針。

日臨：１９４３年創刊。１つの課題を専門領域ごとに

徹底的に編集し、各領域の専門性と網羅性を追求。

結核：日本結核病学会の機関誌。１９２３年発刊。結

核、非定型抗酸菌の基礎、臨床、免疫学など奥深

い内容。
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